F1E BIDOEREICH=>T

-1 BERRENT = BHY

EIEiEIE 2020 (51 2) F 10 B, SEBRID CORMERBERICE LT 2050 F£H—R
YZa—bZWF] ZESE L. 2050 FETIORENREAR OBHERELYOXICT 2E0H—
RUHEOEREZEEST I LERALE L,

INICHE->TeENABREah—R LD EAS 5, B+ (UTF. [FfF] &0, )
TH 2021 (M 3) F£4 BIC [BEHERA—RY>TFAEEH] #1TL\. 2050 FETICE O
h—Rr o744 DEREZBIRET & 2XRALEL,

ELHEICE TS (2050 FRENREHARGHEFRE LY O | ZEEIERT H7-0I121E. RE
REEARD 5N D720, BROBAEAEIRLY—DORT Y v LRABBRERVCEABIZ,
2050 Ex RIEA R h—FR > FUFPEREOAHZ, 20 [ELtHtEH0H—H VEE
2050~ELHtEAA—FRrFrLro~ (LUF, [REBE] W5, ) | ITEWTRLE LT,

REIE R OCEC R OBEBONERETHESE A B E X T, ELHHERBASRETHE (X
kiR 2REL. LYESEDDH 2 BB REHEL £ 7,

B e T T
Brthaoh—RyIV T+ EE

mEmiE. 205 0 E T EMKEREHEE
FEH¥r 2 HIEL, HiREOEHFTH 2 LETH L
XME E &b ic, TR - FIEE M LA O HEHE
KMY ATz RESLET,

Pac

-
Bifior—fvys  ug

w3 gEan mime h&IA KR
e e

ErHmtoh—ARUOTAEE

TOh—IRUOTa&lF

BRIBAICLDE, ¥OHh—FKRr T a1d [2060FICCO2EEXYRICTEIL#EETE

rEREOL. £IIMABRERRE L TRAKRLIZMABRKE] EERINTVLET,
[Fah—Ry] ERFEEIC, [h—KRrzZa—FrI0] AHYES, Bk, choo

EEEFPEELEVEF > TEY b TIEEST., WInhd [CO: DHEHE ERINE 7T X<

AFREBICT S| EVWHERTERINLTWET,

AREIICEWTIE [¥ah—FRy] &2 NEEHRAREHEEFEL D] WO EKELT

‘o, [Hh—FRrzZa—Fr7] [kl bEKELET,




1-2 BRI E DI LR E, MhEtBEDBER

R, [EAXRBLHHETE] . [B=XESTHREEARFE] . [ELHHIKRE
L RETR

HE (RKEmEER) | FEEELAA S, 2050 FOX O H—R >V ERICAIT-EAK
W AREEEZRICAITESF Y FAPEEOFHE A RTHD T,

. ~2050
Bt
A Hh—REE&2050
@ ~2030,2031
FEARELTTREHE
BERETHRIEREAGE
E LT HEREEL I RETEE (FEERR)
ELTHEKEELITRETEE (BHEEER)
RIBEARETE . BEEREEAGE

WEORB(CRETE  « 3 U o< TR REITEE
SURZBNEICFE « BHREROXBRADFE L BICIESH B

B 1-1 Bt R h—R U EEE 2050 OAIE DI

1-3 EEE D HAE

LT, 2060 FEOA—RVERE WD RREBICAT TEERGEZR S L EBHIC
FEzPHEERE L TEANBEEL S 2R L £,

[ELHHICREANEETIE] & HEESH L. HRPRPCATOITRRISE TINS5 7
B, BEICHCTHERELZEmEL £,

« 2030

RIFEE
2022 2030 2040 2050
EtH+E 0 Hh—FK 2 EE&2050
T eI E LR R e, | BLMMSRELAE  ve,
EITHE (REHEER) ETHE (REHEER) Jov ETHE (KEHE%R) el
288 538 o S4B **

IIIIIIIIIIIII-..Il...-IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII"

X 1-2 E2xmhE 0 h—HRHE 2050 0 HAR



	ゼロカーボン戦略の読み方
	第1章 戦略の策定にあたって
	1-1 戦略策定の背景・目的
	1-2 戦略の位置づけと役割、他計画との関係
	1-3 戦略の期間

	第2章 世界を取り巻く地球温暖化
	2-1 地球温暖化の現状
	2-2 国際的な動向
	2-2-1 気候変動枠組条約
	2-2-2 持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）
	2-2-3 新型コロナウイルス感染症とグリーン・リカバリー

	2-3 国内の動向
	2-3-1 温室効果ガスの削減目標
	2-3-2 第6次エネルギー基本計画
	2-3-3 気候変動への適応
	2-3-4 地域循環共生圏
	2-3-5 食品ロスの削減の推進
	2-3-6 地方公共団体への支援
	2-3-7 全国の自治体の動き
	2-3-8 富士市としての取組


	第3章 本市の現況
	3-1 本市の特徴
	3-1-1 地勢
	3-1-2 気候
	3-1-3 人口の動向
	(1) 人口の現況
	(2) 将来人口推計

	3-1-4 産業の動向
	(1) 商業
	(2) 工業
	(3) 農業
	(4) 林業


	3-2 温室効果ガス排出量の現状及び将来（現状趨勢ケース）推計
	3-2-1 温室効果ガス排出量の現状及び将来（現状趨勢ケース）推計
	3-2-2 温室効果ガス排出量の内訳
	3-2-3 部門別のCO2排出量の推移
	(1) 産業部門
	(2) 運輸部門（自動車）
	(3) 民生業務部門
	(4) 民生家庭部門
	(5) 廃棄物（非エネルギー消費起源CO2）

	3-2-4 CO2以外の温室効果ガス排出量の推移
	(1) メタン
	(2) 一酸化二窒素
	(3) フロン類

	3-2-5 森林によるCO2の吸収量

	3-3 再生可能エネルギー及びその他自家発電設備の導入状況
	3-4 市内における再生可能エネルギーのポテンシャル
	3-4-1 対象とする再生可能エネルギーとポテンシャルの考え方
	3-4-2 算出方法
	3-4-3 太陽光発電
	3-4-4 風力発電
	3-4-5 中小水力発電
	3-4-6 太陽熱利用
	3-4-7 地中熱利用
	3-4-8 バイオマス利用
	(1) 木質系バイオマス利用
	(2) その他バイオマス

	3-4-9 再生可能エネルギーポテンシャルのまとめ


	Column1. 富士市内製造業の省エネへの取組
	Column2. 富士市内製造業のエネルギー消費
	Column3. 温室効果ガス多量排出事業者の取組状況
	Column4. セルロースナノファイバーの利用はゼロカーボンに寄与
	Column5. 森林によるCO2の吸収機能
	第4章 ゼロカーボンシナリオ、温室効果ガス削減目標及び将来ビジョン
	4-1 温室効果ガス削減目標
	4-2 ゼロカーボンシナリオ
	4-2-1 ゼロカーボンシナリオとは
	4-2-3 国の求める部門ごとの取組
	4-2-4 富士市ゼロカーボンシナリオ

	4-3 将来ビジョン
	4-3-1 2050年に向けた各主体の役割
	4-3-2 将来ビジョン
	4-3-3 2050年富士市の将来イメージ
	4-3-4 市民、事業者における役割、ビジョン
	(1) 市民
	(2) 事業者



	4-2-2 ゼロカーボンシナリオの考え方（参考）
	① 屋根置き等自家消費型の太陽光発電
	② 地域共生・地域裨益型再エネの立地
	③ 公共施設等における徹底した省エネ、再エネ電気調達・更新や改修時ZEB化誘導
	④ 住宅・建築物の省エネ性能等の向上
	⑤ ゼロカーボン・ドライブ（再エネ電気×EV※/PHEV※/FCV※）
	⑥ 資源循環の高度化を通じた循環経済への移行
	⑦ コンパクト・プラス・ネットワーク※等による脱炭素型まちづくり
	⑧ 食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立
	① 脱炭素社会に向けた社会変容
	② 電化と再生可能エネルギー発電ポテンシャルの最大活用
	③ 脱炭素技術の早期最大限導入
	④ 新技術の開発・導入加速化
	Column6. エネルギーを作り供給する側の取組
	Column7. バイオマスと共存・共栄するまち　富士市
	Column9. ゼロカーボンアクション30
	自転車に乗ることが　楽しくて　笑顔になるまち
	ますます便利になる電気自動車
	カーボンニュートラルポート
	Column13. ネガティブエミッション技術
	Column14. 初期投資が不要な太陽光発電設備（PPAモデル）
	技術革新が進む太陽光発電パネル
	Column16. 新築建物への太陽光発電設備設置義務化
	Column17. CO2を出さないエネルギーと、CO2を有効利用する方法


	第5章 ゼロカーボン達成の基本方針、ロードマップ
	5-1 基本方針
	5-2 再生可能エネルギー導入ロードマップ
	5-3 省エネルギー推進ロードマップ

	第6章 目標達成に向けた施策
	6-1 排出削減量目標値及び2030年・2050年の目標値
	6-2 施策体系図
	個別分野１. 「再生可能エネルギーをつかう」
	施策１. 太陽エネルギーの利用推進
	取組１-１ 市民活動の支援拡大や市民、事業者の意識啓発を行う
	取組１-２ 市民・事業者の太陽エネルギー利用に対する支援を拡大
	取組１-３ 太陽光発電、太陽熱利用を公共施設へ積極的に導入
	取組１-４ 災害時の自給電源として太陽光発電、蓄電池の導入を進める
	取組１-５ 持続可能な農業に向けた再生可能エネルギーの導入を推進する

	施策２. 廃棄物が持つ未利用エネルギーの有効利用
	取組２-１ ごみ発電における高効率発電システムの導入
	取組２-２ ごみ焼却熱を有効利用する
	取組２-３ 高効率廃棄物発電から小売電気事業者が電力を買い取り、地域の電源として地産地消を進める
	取組２-４ 清掃工場にCCU※、メタネーション等を導入

	施策３. 徹底した再生可能エネルギーの推進と省エネ効果を高める再エネ導入
	取組３-１ 全ての屋外照明のLED化と再エネによる電源自立化を進める
	取組３-２ ＺＥＨ、ＺＥＢの普及を推進する
	取組３-３ 電化に適さない設備への合成燃料の普及を進める

	施策４. その他の再生可能エネルギーの促進
	取組４-１ 市内に加え他の自治体と広域連携し、バイオマスエネルギー利用をさらに拡大する
	取組４-２ 農家の暖房設備の燃料を、設備更新にあわせて化石燃料からバイオマスや電力に切り替える
	取組４-３ 太陽熱利用や地中熱利用の導入を進める
	取組４-４ 製紙業や化学工業等の製造動力である化石燃料ボイラーのゼロカーボン（バイオマス、水素、アンモニア、合成e-fuel※等）への更新を進める


	個別分野２. 「脱炭素を目指して行動する」
	施策１. 住宅・建築物の省エネルギー化の推進
	取組１-１ 各種省エネ関連制度の普及啓発を継続する
	取組１-２ 静岡県建築物環境配慮制度の普及・啓発
	取組１-３ 住宅や建築物の電化を推進する
	取組１-４ 市有施設の最終消費段階での総エネルギー消費量を最小化し、ZEB化の先導事例として啓発する
	取組１-５ 温暖な地域特性を生かし、最終消費段階での総エネルギー消費量の少ない独自のZEB、ZEHを普及させる

	施策２. 脱炭素型経営の支援
	取組２-１ 全ての事業者が環境マネジメントシステムを導入し効果的に運用するよう支援する
	取組２-２ 省エネ法対象外である中小事業者の対策を支援する
	取組２-３ エネルギー管理指定工場・特定事業者の取組支援
	取組２-４ ゼロカーボン燃料への転換やCCUS等最新の高度技術に関する研究会・勉強会を開催し推進する

	施策３. 環境啓発の推進
	取組３-１ 市民による積極的な「脱炭素化」への取組を応援するため、ゼロカーボンチャレンジを推進する
	取組３-２ 最終消費段階でのエネルギー消費量を最小化する生活の推進
	取組３-３ 資源を大切にする生活を推進する
	取組３-４ 全市民が個人や組織で参加でき負担の少ない取組を推進する

	施策４. 環境教育の推進
	取組４-１ 環境アドバイザーの登録拡大と活動を推進する
	取組４-２ 市内の小・中学生全員が温暖化対策について学ぶ機会を提供する
	取組４-３ こどもエコクラブ活動を推進する
	取組４-４ 自然体験、環境学習の場づくり、交流活動を推進する
	取組４-５ 小中学校と連携した実験・実証・研究等の取組が継続的に可能な企業、環境アドバイザー、県センターと連携した教育を全市域で進める


	個別分野３. 「地域環境にやさしいまちをつくる」
	施策１. 人にも環境にも優しい交通体系の整備
	取組１-１ 誰もが利用しやすいよう移動環境の利便性を充実する
	取組１-２ 歩行者や自転車が利用しやすい空間の整備・充実を推進する
	取組１-３ タクシー、バスのBEV※化を促進する
	取組１-４ 貨物輸送のグリーン化を促進する
	取組１-５ 電気自動車の充電環境を整備する
	取組１-６ コンパクト・プラス・ネットワークを推進する

	施策２. 都市緑化の推進
	取組２-１ 社寺林等の樹林の保護・維持管理への市民参加を促進する
	取組２-２ 公共施設の剪定枝を木質バイオマス資源として有効利用する
	取組２-３ 事業所や住宅地等における緑化を推進する

	施策３. 森林の保全・活用
	取組３-１ 市民・事業者の協力や負担により保全された富士・愛鷹山麓の広大な樹林を維持する
	取組３-２ 人工林の間伐施業面積を維持するため、各種支援の推進に加え、市内外での木材利用拡大を推進する


	個別分野４. 「資源を循環させる」
	施策１. ごみ減量化の推進、ごみ分別の徹底の推進
	取組１-１ ごみの減量化を推進する
	取組１-２ ごみの分別徹底を推進する
	取組１-３ 産業廃棄物の排出ゼロ化（ゼロエミッション化）を達成する
	取組１-４ 汚泥、家畜排せつ物、生ごみを資源としたバイオマス発電・水素製造設備の導入推進




	第7章 施策推進プロジェクト
	施策推進プロジェクト① 全ての世帯と事業者への太陽光発電設備の導入推進
	施策推進プロジェクト② 事業者のゼロカーボン化計画策定と着実な推進
	第8章 資料編
	(1) 用語集
	(2) 事業者アンケート
	(3) 戦略策定の体制
	(4) 戦略及び区域施策編策定の経緯


